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１．はじめに 

日本における交通事故件数は，近年では順調に減

少しているが，自転車に関連する事故に限ってみる

と，事故件数は横ばい傾向にある．その原因として，

安全な自転車走行空間の不足や自転車利用者のマナ

ーの悪さ等が挙げられる．このような現状に対し，

歩行者，自転車，自動車を物理的に分離する自転車

道や視覚的に分離する自転車専用通行帯（以下，自

転車レーン）の整備が進められている． 

自転車レーン整備に関する既存研究をみると，鈴

木ら 1）はドライビングシミュレータを用いて，構造

的区画のない自転車レーン設置の可能性を示した．

また，坂ら 2）が自転車レーン整備路線における事故

件数の比較をもとに，整備前後で自転車関連事故に

強く影響する道路整備上の特徴を明らかにした．他

にも，平成 24 年に国土交通省により，安全で快適な

自転車利用環境創出ガイドライン 3）が策定された． 

しかし，自転車レーン整備路線における交通事故

の経年変化について，整備後，日が浅いこともあり，

実証的な研究は少ない． 

そこで，近年自転車レーンのネットワーク整備を

進めている宇都宮市を対象に，自転車レーン整備前

後の交通事故について分析を行う． そこから，自転

車レーン整備の問題点を発見し，今後改善するべき

点を明確にすることを本研究の目的とする． 

 

２．宇都宮市の現状 

（1）自転車レーン整備について 

 宇都宮市4）は，平成15年に自転車利用・活用基本

計画を策定し，経年的に自転車レーン整備を進めて

おり，平成24年現在で総整備延長は約13Kmとなって

いる．  

（2）自転車関連事故について 

近年の宇都宮市の交通事故の現状を図-1（図中の

数値は，全交通事故件数における自転車関連事故件

数の割合）に示す．これより，整備を進めているに

も関わらず，未だに全事故件数の約 2 割を自転車関

連事故が占めていることがわかる． 

 
図-1 宇都宮市の交通事故件数 

 

（3）整備路線における自転車関連事故について 

宇都宮市における自転車レーン整備路線を GIS ソ

フト（MapInfo）によりマップ上へと表現した．さら

に，平成 16 年から平成 22 年における自転車事故の

発生個所もマップ上にプロットして，自転車関連事

故マップを作成した（図-2）． 

 

図-2 自転車関連事故マップ 
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図-2 を用いて，整備路線上で発生した自転車関連

事故件数をレーン整備路線ごとに整備前後の約二年

間で集計した．このときレーン整備前後を比較する

ため，以下に示す自転車事故発生率を用いた． 

 

 

 本研究では，自転車レーン整備路線における事前

事後での事故件数を比較するため，平成 18 年から平

成21年の間に供用開始された自転車レーンを対象に

集計を行った．自転車事故発生率の変化を整備路線

別で表-1 に示す．対象とした全 13 路線のうち，競輪

場通り（戸祭台通り付近～田原街道）での整備路線

のみ，整備後に事故発生率が増加している．他の 12

路線では，事故発生率の減少がみられ，自転車レー

ンの有効性が確認された． 

表-1 自転車事故発生率（整備路線別） 

整備前 整備後 整備前 整備後

1 宮島町通り 4 3 3.175 2.381

2 石町・八日市場通り 5 1 3.571 0.714

3 JR高架下に繋がる路線 0 0 0.000 0.000

4 ユニオン通りの西延伸 6 5 3.750 3.125
競輪場通り

（戸祭台通り付近～田原街道）
競輪場通り
（JR高架部）

7 作新前通り 5 3 3.571 2.143
材木町通り・蓬菜大黒通り
（平成通り～南大通り）

赤門通り
（大通り～県庁前通り）

西原通り
（平成通り～宇工北）

西原通り
（宮の原小南～日光線）

市道125号線
（宮原球場西～陽南通り）

越戸通り
（越戸郵便局～宮環）

4 0

6.667 6.667

2.133 0.000

3 3

0 0 0.000 0.000

0 0 0.000 0.000

2 1 4.444 2.222

事故件数 自転車事故発生率

1 0 1.429 0.000

2 2 1.667 1.667

整備路線 （件/Km・年）（件）

4 12 1.739 5.217

10

11

12

13

No.

5

6

8

9

 

 

３．競輪場通りにおける事故の詳細分析 

(1) 競輪場通りにおける整備と事故件数 

 競輪場通り（戸祭台通り付近～田原街道）におけ

る自転車レーンは，平成19年2月から供用開始され，

延長約1150mの長距離整備路線である． 

発生した自転車関連事故としては，整備前には，

平成16年に5件，平成17年に5件，平成18年に0件．整

備後には，平成19年に5件，平成20年に6件，平成21

年に8件，平成22年に3件であった．全事故32件中13

件が，相手車両が右折する際に起きた事故である． 

 整備路線上の特徴としては，交通量も多く，カー

ブも多い．また，沿道には飲食店が立ち並び，駐車

場から乗用車の出入りが多い． 

 

(2)自転車の走行位置と走行方向 

 整備後の平成19年から平成22年の間に起きた事故

22件において，自転車利用者の走行位置，走行方向

を図-3に示す．これより，横断歩道上での事故が半

数近くあり，交差点での整備方法の検討が必要であ

ることがわかった． 

また，整備後も歩道走行が続いていることや，自

転車利用者の右側通行が多いことから，事故を減ら

す安全な自転車レーンには自転車利用者に自転車レ

ーンをしっかりと走行させることに加えて，左側通

行を徹底させることが必要不可欠である． 

走行方向 歩道（4件）
左側通行 0件
右側通行 4件

走行方向 自転車レーン（6件）
左側通行 1件
右側通行 5件

走行方向 横断歩道(10件)
左側通行 2件
右側通行 8件

走行方向 車道（2件）
左側通行 2件
右側通行 0件

歩道
18％

車道
9％

自転車レーン
27％

横断歩道
46％

 

図-3 自転車利用者の走行位置及び走行方向 

 

４．おわりに 

 宇都宮市における自転車レーンの安全性の評価を

行い，効果的に事故が減少している整備路線もあれ

ば，逆に増加している整備路線が存在することがわ

かった．そこで，事故発生率が増加した整備路線の

事故原因を分析した．その結果，自転車利用者の自

転車レーン走行を促すために,レーンの連続性の確

保が必要であることがわかった． 

今後の対策として，交差点内のレーンの設置に加

えて,進行方向を示す路面表示も行うことで，自転車

利用者の逆走を防ぐ必要がある． 
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